
令和４年度

第１回 京都府域渋滞対策協議会

対策実施箇所の効果検証
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１．対策実施箇所の効果検証概要
〇主要渋滞箇所の特定解除フローでは、事業完了から渋滞緩和が２年間継続すれば特定解除の候補となる。
〇事業完了から２年経過した木津東バイパスの効果検証を行う。（令和２年３月１５日供用）
〇事業中ではあるが一般国道9号葛野地区の短期対策（令和３年３月）についても紹介する。
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個別の現地状況による渋滞の確
認が必要な例としては
Ⅰ：交差方向で車線数が異なる
（例：４車線道路と２車線道路の
交差点）

Ⅱ：道路の規格が異なる
（例：直轄国道と市道の交差点）
Ⅲ：青時間の配分が大きく異なる
などによって主道路と従道路が明
確な交差点が想定される
※個別現地調査とあわせて道路
管理者や交通管理者、道路利用
者等へのヒアリングにより現地状
況の確認を行う

緑枠のフロー② について、渋滞が緩和している交
差点について、渋滞緩和の理由を確認し解除候補
とすることを審議
※上記の理由確認と合わせて道路管理者や業界
団体等へのヒアリング、現地調査により現地状況
の確認を行う

■主要渋滞箇所の特定解除フロー

対策完了後のモニタリン
グの結果、２年間継続し
て渋滞緩和していること
が特定解除の条件
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・一般国道１６３号木津東バイパス事業
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２．木津東BP等の効果検証 （１）事業概要
○令和２年３月１５日（日）、一般国道１６３号木津東バイパス及び都市計画道路東中央線（京都府事業）が開通。
○木津東バイパスと東中央線を一体的に整備し、並行する新たな道路ネットワークの構築により、国道２４号、１６３号の重複区間
における慢性的な交通混雑を緩和。
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開通後（R3.1.12 16時台 ） 至京都市

至京都市開通前（H30.7.19 16時台 ）
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○新たに開通した木津東バイバスの交通量は約9,300台/12hであり、計画交通量と同程度の利用がみられる※。
○開通後は国道24号と国道163号の重複区間（①）と周辺道路の木津奈良道交差点南東側（②）では、交通量が減少。
○国道24号及び②の周辺道路に並行する区間（③,④）では、交通量が約５～６割増加。
○木津中央地区周辺へ向かう生活道路（⑤）では、交通量が約８割減少
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出典：交通量調査 開通前：令和2年2月18日（火）7時～18時台 開通後：令和2年11月11日（水）7時～18時台
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２．木津東BP等の効果検証 （２）検証結果～交通量変化～

※木津東バイパスの計画交通量について：
昼間12時間交通量の9,300台に昼夜率1.26倍（H27道
路交通センサス）を掛け、24時間交通量に換算すると
約11,700台/日。木津東バイパスの計画交通量
11,700台/日と同水準の交通量となっている。
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○三重方面から大阪・奈良方面へ向かうルートが多重化し、三重方面からの交通の約４割が開通区間を利用
〇主要渋滞箇所の交通混雑が大幅に緩和（大谷交差点、木津奈良道交差点）
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２ ２

◆実交通量 令和2年2月18日（火）7時～18時台（京都国道事務所、京都府調べ）
◆ETC2.0プローブデータ 令和2年2月1日～2月29日の平日（1日あたり523件）

◆実交通量 令和2年11月11日（水）7時～18時台（京都国道事務所、京都府調べ）
◆ETC2.0プローブデータ 令和2年11月1日～11月30日の平日（1日あたり607件）
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交通流の変化

地点・交差点名 開 通 前 開 通 後

❶木津川橋交差点
直進（西行） １００％

⇒
直進（西行） ６３％

左折（南行） －．． 左折（南行） ３７％

❷ 上狛四丁町交差点
右折（北行） ３３％

⇒
右折（北行） ２５％

左折（南行） ６４％ 左折（南行） ３６％

【利用経路の分析手法】
◆ETC2.0プローブデータにより、対象断面を通過した交通の走行経路を分析。
◆ETC2.0プローブデータのサンプル数を車種別の実交通量により拡大した推計交通量を、対象断面の百分率で示した。
※利用台数が100台未満の経路については表示していない。

130

0
0

20

40

60

80

100

120

140

開通前

(2/18 9時台)

開通後

(11/11 全時間帯)

渋
滞
長
（
m
）

大幅に緩和

大谷交差点（国道24号南行）

信
号
待
ち
回
数

最
大
２
回

信
号
待
ち
回
数

最
大
１
回

510

10
0

100

200

300

400

500

600

開通前

(2/18 8時台)

開通後

(11/11 17時台)

渋
滞
長
（
m
）

木津奈良道交差点（旧木津横田線北西行）

信
号
待
ち
回
数

最
大
５
回

信
号
待
ち
回
数

最
大
２
回

大幅に緩和

※渋滞長調査日
開通前：令和2年 2月18日（火） 7時～9時台、16時～18時台、
開通後：令和2年11月11日（水） 7時～9時台、16時～18時台

■木津東BP等の供用に伴う走行経路の変化 ■交通混雑緩和効果

２．木津東BP等の効果検証 （２）検証結果～走行経路変化～



14.7

27.8

17.9

15.5

17.7

30.3 31.6

15.7
17.1

29.7

32.1

15.4

0

10

20

30

40

①北東側流入部 ②南西側流入部 ③南東側流入部 ④北西側流入部

R1（対策前） R2（対策後） R3（対策後）

15.8

17.2

24.5

16.3
14.1

21.0

12.3 13.7
13.3

20.0

0

10

20

30

40

①北側流入部 ②南側流入部 ③東側流入部 ④西側流入部

R1（対策前） R2（対策後） R3（対策後）

23.5

18.8

8.3

19.1

36.3

29.0

7.5

20.3

32.2
29.1

7.4

18.6

0

10

20

30

40

①北側流入部 ②南側流入部 ③東側流入部 ④西側流入部

R1（対策前） R2（対策後） R3（対策後）

11.3

18.8

36.4

15.4

35.6

26.0

14.4

33.9
32.5

0

10

20

30

40

①北側流入部 ②南側流入部 ③東側流入部

R1（対策前） R2（対策後） R3（対策後）

6

〇大谷交差点以外の主要渋滞箇所の主道路方向で大幅な速度向上が見られる。
〇開通後のR2.11.11（平日）の調査では、大谷・木津奈良道交差点の国道２４号方向の渋滞は発生していない。

出典：ETC2.0プローブデータ
R1年9月～11月（対策前）
R2年9月～11月（対策後）
R3年9月～11月（対策後）
【平日混雑時】

※平日混雑時 ： 朝ピーク（7,8時台平均）、
夕ピーク（17,18時台平均）のうち低い方
の速度

協議会資料４

位置図 モニタリング結果（平日混雑時旅行速度）
○上狛四丁町交差点 ○木津交差点

○大谷交差点 ○木津奈良道交差点
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拡大図

※③のR1
年、R2年は
データ無し

： 2年連続で速度10%以上向上

： 上記以外の方向
（速度変化が少ない方向）

【凡例】

２．木津東BP等の効果検証 （２）主要渋滞箇所モニタリング

： 2年連続で速度10%以上低下

： 整備後のみの方向
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減っても渋滞

なし

対向車が増え、
右折しにくい

⇒新たな現示追加

南北方向青時間割合 58% ⇒ 48%

南北方向の交
通の流れが概
ね改善

青時間割合の減
少により速度低下

右折待ちの発生
により速度低下

信号サイクル長 130秒 ⇒ 170秒

木津東BP接続
⇒交通量大幅増



・一般国道9号 葛野地区短期対策
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３．葛野地区における短期対策 （１）事業概要
○葛野地区では京都西立体交差事業を推進中であるが、工事中の規制に伴う交通混雑を緩和するため、渋滞が著しい葛野西通
交差点で、令和３年３月に短期対策を実施。
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▲R2.12 葛野西通交差点西側の渋滞延伸状況
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○令和３年３月１７日の事後調査では、葛野西通交差点の渋滞が緩和。
○ETC2.0プローブによる分析では、葛野西通交差点を先頭にした速度低下区間も減少したことを確認。

 7時頃から葛野西通を先頭に速度低下

葛野西通を先頭にした速度低下区間が減少
桂川街道を先頭にした渋滞は依然として残存

 7時頃から葛野西通を先頭に速度低下

飽和交通流率
葛野西通 2,587台/青1時間

飽和交通流率
葛野西通 2,668台/青1時間

３．葛野地区における短期対策 （２）検証結果①
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○短期対策の実施後、コロナ禍においては葛野西通交差点を先頭とした渋滞、滞留が減少し、国道9号の渋滞はほぼ解消。
○今後は、コロナ禍の交通の動向を踏まえ、事業区間全体の渋滞状況についてモニタリングを継続していく。
○また、国道9号だけではなく従道路の混雑状況を踏まえ、主要渋滞箇所である五条天神川交差点、葛野大路五条交差点の短
期対策についても踏まえ検討していく。

■事業化当時からの渋滞長・滞留長の変化

３．葛野地区における短期対策 （３）検証結果②
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：渋滞長

：滞留長
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混雑が緩和

渋滞が発生するもの
の、短期対策前よりは
緩和

H29.12観測値の滞留長

H29.12観測値の渋滞長

シミュレーションの条件
•交通量： H29.12実施の交通量調査結果
•時間： AM7：00～AM9：00
•車種： 小型車・大型車別

■所要時間の推移（桂川街道⇒五条西小路、区間長約2.2km）

約３分短縮 約４分短縮 約４分短縮

※センサス：各年次の混雑時旅行速度とH27センサスにおける区間延長より算出
※整備完了後：交通シミュレーションによる

協議会資料４
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